
(57)【要約】

　浸透式ポンプは、カプセルの内部と外部との間の流体

透過性バリヤーを提供するために、第一の端部に形成さ

れた少なくとも１個の送達ポートおよび送達ポートから

離れたカプセルの第二の端部内に保持される膜プラグを

有するカプセルを含む。膜プラグは、円柱状本体および

円柱状本体がカプセルの第二の端部から所定の距離を伸

びた場合に、カプセルの内部から外部へ圧力を排出して

それにより第二の端部から膜プラグの排除を防止するた

めに円柱状本体内に形成された少なくとも１個のスロッ

トを有する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 の 端 部 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ 個 の 送 達 ポ ー ト を 有 す る カ プ セ ル 、 お よ び
カ プ セ ル の 内 部 と 外 部 と の 間 の 流 体 透 過 性 バ リ ヤ ー を 提 供 す る た め に 送 達 ポ ー ト か ら 離 れ
た カ プ セ ル の 第 二 の 端 部 内 に 保 持 さ れ る 膜 プ ラ グ を 含 ん で な り 、
　 　 こ こ で 膜 プ ラ グ が 円 柱 状 本 体 お よ び 円 柱 状 本 体 が カ プ セ ル の 第 二 端 部 か ら 所 定 の 距 離
　 　 を 伸 び た 場 合 に カ プ セ ル の 内 部 か ら 外 部 へ 圧 力 を 排 出 し て 、 そ れ に よ り 第 二 端 部 か ら
　 　 の 膜 プ ラ グ の 排 除 を 防 止 す る た め に 円 柱 状 本 体 内 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ 個 の ス
　 　 ロ ッ ト を 有 す る 、
浸 透 式 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ス ロ ッ ト が 、 円 柱 状 本 体 の 基 部 か ら 始 ま り 円 柱 状 本 体 内 の 非 基 部 点 に お い て 終 わ る 、 請
求 項 １ の 浸 透 式 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 非 基 部 点 が 、 円 柱 状 本 体 の 長 さ の １ ０ ～ ９ ０ ％ の 範 囲 内 に あ る 、 請 求 項 ２ の 浸 透 式 ポ ン
プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 非 基 部 点 が 、 円 柱 状 本 体 の 長 さ の ２ ０ ～ ８ ０ ％ の 範 囲 内 に あ る 、 請 求 項 ２ の 浸 透 式 ポ ン
プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 非 基 部 点 が 、 円 柱 状 本 体 の 長 さ の ３ ０ ～ ６ ０ ％ の 範 囲 内 に あ る 、 請 求 項 ２ の 浸 透 式 ポ ン
プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 円 柱 状 本 体 が 拡 大 端 部 キ ャ ッ プ で 終 わ り 、 該 端 部 キ ャ ッ プ が 、 カ プ セ ル 内 の 円 柱 状 本 体
の 繰 返 し 可 能 位 置 （ ｒ ｅ ｐ ｅ ａ ｔ ａ ｂ ｌ ｅ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 確 立 す る よ う に カ プ セ
ル の 第 二 の 端 部 と か み 合 う た め の （ ｆ ｏ ｒ 　 ｅ ｎ ｇ ａ ｇ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） 面 を 有 す る 、 請 求 項
１ の 浸 透 式 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 カ プ セ ル の 内 面 と か み 合 う よ う に （ ｆ ｏ ｒ 　 ｅ ｎ ｇ ａ ｇ ｉ ｎ ｇ ） 複 数 の 突 起 が 円 柱 状 本
体 の 面 上 に 備 え ら れ る 、 請 求 項 １ の 浸 透 式 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 膜 プ ラ グ が 半 透 性 材 料 か ら 作 製 さ れ る 、 請 求 項 １ の 浸 透 式 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 そ れ ぞ れ 浸 透 剤 お よ び 有 用 薬 剤 を 収 容 す る た め に カ プ セ ル 内 で 区 画 さ れ る 、 第 一 お よ び
第 二 の チ ェ ン バ ー を さ ら に 含 ん で な る 請 求 項 １ の 浸 透 式 ポ ン プ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 一 お よ び 第 二 の チ ェ ン バ ー の 間 に 可 動 的 に 配 置 さ れ る ピ ス ト ン を さ ら に 含 ん で な る 、
請 求 項 ９ の 浸 透 式 ポ ン プ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 送 達 ポ ー ト に カ プ セ ル の 第 一 の 端 部 内 に 保 持 さ れ る 拡 散 モ デ レ ー タ ー が 備 え ら れ る 、 請
求 項 １ の 浸 透 式 ポ ン プ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 オ リ フ ィ ス が 円 柱 状 本 体 内 に 備 え ら れ 、 円 柱 状 本 体 の 膨 潤 に よ り オ リ フ ィ ス が 閉 塞 さ れ
る ま で 流 体 を 円 柱 状 本 体 を 通 っ て 流 さ せ る よ う に さ れ る 、 請 求 項 １ の 浸 透 式 ポ ン プ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 オ リ フ ィ ス の 直 径 が 円 柱 状 本 体 の 直 径 の ３ ５ ％ 未 満 で あ る 、 請 求 項 １ ２ の 浸 透 式 ポ ン プ
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 オ リ フ ィ ス の 直 径 が 円 柱 状 本 体 の 直 径 の ０ ． ８ ～ ３ ３ ％ の 範 囲 内 に あ る 、 請 求 項 １ ２ の
浸 透 式 ポ ン プ 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
　 半 透 性 材 料 か ら 作 製 さ れ た 円 柱 状 本 体 で あ っ て 、
　 　 該 円 柱 状 本 体 は カ プ セ ル の 内 面 と か み 合 わ さ れ る 外 面 を 有 し そ し て ス ロ ッ ト を 備 え 、
　 　 該 ス ロ ッ ト は 、 円 柱 状 本 体 の 基 部 か ら 円 柱 状 本 体 の 外 面 上 の 非 基 部 点 に ま で 及 び 、 圧
　 　 力 が カ プ セ ル の 内 部 か ら 外 部 へ 選 択 的 に 排 出 で き る よ う に さ れ て い る 本 体
を 含 ん で な る 、 送 達 カ プ セ ル を 有 す る 浸 透 式 ポ ン プ に 使 用 す る た め の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 非 基 部 点 が 円 柱 状 本 体 の 長 さ の １ ０ ～ ９ ０ ％ の 範 囲 内 に あ る 、 請 求 項 １ ５ の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 非 基 部 点 が 円 柱 状 本 体 の 長 さ の ２ ０ ～ ８ ０ ％ の 範 囲 内 に あ る 、 請 求 項 １ ５ の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 非 基 部 点 が 円 柱 状 本 体 の 長 さ の ３ ０ ～ ６ ０ ％ の 範 囲 内 に あ る 、 請 求 項 １ ５ の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 円 柱 状 本 体 上 に 形 成 さ れ た 拡 大 端 部 キ ャ ッ プ を さ ら に 含 ん で な り 、 該 端 部 キ ャ ッ プ が 、
カ プ セ ル 内 の 円 柱 状 本 体 の 繰 返 し 可 能 位 置 を 実 現 す る よ う に カ プ セ ル の 端 部 と か み 合 す た
め の 面 を 有 す る 、 請 求 項 １ ５ の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 カ プ セ ル の 内 面 と か み 合 う よ う に 複 数 の 突 起 が 円 柱 状 本 体 の 面 上 に 備 え ら れ る 、 請 求 項
１ ５ の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 半 透 性 材 料 の 膨 潤 に よ り オ リ フ ィ ス が 閉 塞 さ れ る ま で 流 体 を 円 柱 状 本 体 を 通 っ て 流 さ せ
る よ う に 、 オ リ フ ィ ス が 円 柱 状 本 体 内 に 備 え ら れ る 、 請 求 項 １ ５ の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 オ リ フ ィ ス の 直 径 が 円 柱 状 本 体 の 直 径 の ３ ５ ％ 未 満 で あ る 、 請 求 項 ２ １ の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 オ リ フ ィ ス の 直 径 が 円 柱 状 本 体 の 直 径 の ０ ． ８ ～ ３ ３ ％ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 ２ １ の
膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 半 透 性 材 料 か ら 作 製 さ れ た 円 柱 状 本 体 で あ っ て 、
　 　 該 円 柱 状 本 体 は カ プ セ ル の 内 面 と か み 合 わ さ れ る 外 面 を 有 し そ し て オ リ フ ィ ス を 備 　
　 　 え 、 該 オ リ フ ィ ス は オ リ フ ィ ス が 半 透 性 材 料 の 膨 潤 に よ り 閉 塞 さ れ る ま で 流 体 を カ プ
　 　 セ ル 内 に 流 入 さ せ る よ う に さ れ て い る 本 体
を 含 ん で な る 、 送 達 カ プ セ ル を 有 す る 浸 透 式 ポ ン プ に 使 用 す る た め の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 オ リ フ ィ ス の 直 径 が 円 柱 状 本 体 の 直 径 の ３ ５ ％ 未 満 で あ る 、 請 求 項 ２ ４ の 膜 プ ラ グ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 オ リ フ ィ ス の 直 径 が 円 柱 状 本 体 の 直 径 の ０ ． ８ ～ ３ ３ ％ の 範 囲 内 で あ る 、 請 求 項 ２ ４ の
膜 プ ラ グ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 有 用 薬 剤 （ ｂ ｅ ｎ ｅ ｆ ｉ ｃ ｉ ａ ｌ 　 ａ ｇ ｅ ｎ ｔ ） を 送 達 す る た め
の 浸 透 式 ポ ン プ に 関 す る 、 さ ら に 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 有 用 薬 剤 の 送 達 速 度 を 制 御 す る
た め の 膜 プ ラ グ を 有 す る 浸 透 式 ポ ン プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 患 者 の 身 体 内 で 有 用 薬 剤 を 送 達 す る た め の 浸 透 式 ポ ン プ は 、 当 該 技 術 分 野 で 公 知 で あ る
。 例 示 の 目 的 で 、 図 １ Ａ は 、 開 放 端 １ ０ ４ 、 １ ０ ６ を 有 す る 埋 め 込 み 可 能 な カ プ セ ル １ ０
２ を 有 す る 従 来 技 術 の ポ ン プ １ ０ ０ の 断 面 を 示 す 。 拡 散 モ デ レ ー タ ー （ ｄ ｉ ｆ ｆ ｕ ｓ ｉ ｏ
ｎ 　 ｍ ｏ ｄ ｅ ｒ ａ ｔ ｏ ｒ ） （ 流 れ モ ジ ュ レ ー タ ー と も 呼 ば れ る ） １ ０ ８ は 、 カ プ セ ル １ ０
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２ の 開 放 端 １ ０ ６ 内 に 配 置 さ れ る 。 拡 散 モ デ レ ー タ ー １ ０ ８ は 、 送 達 ポ ー ト １ １ ２ で 終 わ
り そ し て カ プ セ ル １ ０ ２ の 外 部 に 輸 送 さ れ る べ き カ プ セ ル １ ０ ２ の 内 部 か ら の 流 体 を 通 す
送 達 路 １ １ ０ を 有 す る 。 膜 プ ラ グ １ １ ４ は 、 カ プ セ ル １ ０ ２ の 開 放 端 １ ０ ４ 内 に 挿 入 さ れ
る 。 膜 プ ラ グ １ １ ４ は 、 半 透 性 材 料 か ら 作 製 さ れ そ し て カ プ セ ル １ ０ ２ の 外 部 と 内 部 と の
間 の 流 体 透 過 性 の バ リ ヤ ー を 形 成 す る 。 ピ ス ト ン １ １ ６ が カ プ セ ル １ ０ ２ 内 に 配 置 さ れ る
。 ピ ス ト ン １ １ ６ は 、 カ プ セ ル １ ０ ２ 内 で 二 個 の チ ェ ン バ ー １ １ ８ 、 １ ２ ０ を 区 画 す る 。
チ ェ ン バ ー １ １ ８ は 浸 透 剤 １ ２ ２ を 含 み そ し て チ ェ ン バ ー １ ２ ０ は 有 用 薬 剤 １ ２ ４ を 含 む
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 浸 透 式 ポ ン プ １ ０ ０ が 患 者 内 に 埋 め 込 ま れ る と 、 患 者 の 身 体 か ら の 流 体 が 膜 プ ラ グ １ １
４ を 通 っ て チ ェ ン バ ー １ １ ８ に 入 り 、 浸 透 剤 １ ２ ２ を 透 過 し 、 そ し て 浸 透 剤 １ ２ ２ を 膨 潤
さ せ る 。 膨 潤 し た 浸 透 剤 １ ２ ２ は ピ ス ト ン １ １ ６ を 膜 プ ラ グ １ １ ４ か ら 遠 ざ か る 方 向 に 押
し 、 チ ェ ン バ ー １ ２ ０ の 体 積 を 減 少 さ せ そ し て 一 定 量 の 有 用 薬 剤 １ ２ ４ を カ プ セ ル １ ０ ２
か ら 拡 散 モ デ レ ー タ ー １ ０ ８ を 介 し て 患 者 の 身 体 内 に 押 し 出 す 。 浸 透 式 ポ ン プ １ ０ ０ が 有
用 薬 剤 １ ２ ４ を 患 者 の 身 体 内 に 送 達 す る 速 度 は 、 流 体 が 膜 プ ラ グ １ １ ４ を 透 過 す る 速 度 に
依 存 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 典 型 的 に は 、 膜 プ ラ グ １ １ ４ は 、 浸 透 剤 １ ２ ２ が 水 分 を 吸 収 し 始 め る た め に 水 和 し な け
れ ば な ら な い 水 和 性 化 合 物 か ら 製 作 さ れ る 。 膜 プ ラ グ １ １ ４ お よ び 浸 透 剤 １ ２ ２ を 水 和 す
る た め の 時 間 は 、 チ ェ ン バ ー １ ２ ０ か ら の 有 用 薬 剤 １ ２ ４ の 放 出 の 開 始 を 遅 延 さ せ る 。 ス
タ ー ト ア ッ プ 段 階 の 間 に 、 通 常 は 水 で あ る 体 液 は 、 拡 散 モ デ レ ー タ ー １ ０ ８ の 送 達 ポ ー ト
１ １ ２ 内 に 逆 拡 散 で き 、 そ し て 有 用 薬 剤 １ ２ ４ ま た は 有 用 薬 剤 １ ２ ４ を 担 持 す る ベ ヒ ク ル
を 劣 化 さ せ る 。 あ る 種 の ベ ヒ ク ル は 、 水 と 一 緒 に な る と 、 送 達 路 １ １ ０ を 閉 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 長 す ぎ る ス タ ー ト ア ッ プ の た め に 送 達 路 １ １ ０ ま た は ポ ー ト １ １ ２ が 閉 止 さ れ る
か 、 ま た は ピ ス ト ン １ １ ６ が カ プ セ ル １ ０ ２ の 内 部 に 粘 着 す る と 、 チ ェ ン バ ー １ １ ８ 内 部
の 圧 力 が 上 が り 、 そ れ は 膜 プ ラ グ １ １ ４ を カ プ セ ル １ ０ ２ か ら 排 除 さ せ る た め に 十 分 な こ
と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 カ プ セ ル １ ０ ２ か ら の 膜 プ ラ グ １ １ ４ の 排 除 を 避 け る た め に 種 々 の 方 法 が 提 案 さ れ た 。
一 つ の 方 法 は 、 接 着 剤 を 用 い て 膜 プ ラ グ １ １ ４ を カ プ セ ル １ ０ ２ に 確 保 さ せ る こ と を 含 む
。 こ の 方 法 は 、 膜 プ ラ グ １ １ ４ お よ び ／ ま た は カ プ セ ル １ ０ ２ へ 接 着 剤 を 適 用 す る た め に
追 加 の 操 作 を 必 要 と し 、 そ し て 接 着 剤 は 膜 プ ラ グ １ １ ４ の 透 過 性 に 影 響 す る で あ ろ う 。 膜
プ ラ グ １ １ ４ の 排 除 を 避 け る 別 の 方 法 は 、 膜 プ ラ グ １ １ ４ を 含 む カ プ セ ル １ ０ ２ の 端 部 分
内 に 穴 を 明 け る 方 法 で あ る 。 図 １ Ｂ は カ プ セ ル １ ０ ２ 内 に 開 け ら れ た 穴 １ ２ ６ を 示 す 。 図
１ Ｂ に 示 す よ う に 、 穴 １ ２ ６ は 最 初 は 膜 プ ラ グ １ １ ４ に よ り 覆 わ れ て い る が 、 し か し 膜 プ
ラ グ １ １ ４ が チ ェ ン バ ー １ １ ８ 内 の 上 昇 し た 圧 力 に よ り カ プ セ ル １ ０ ２ か ら 強 制 的 に 出 さ
れ る と 、 穴 １ ２ ６ は 終 に は 暴 露 さ れ 、 チ ェ ン バ ー １ １ ８ か ら カ プ セ ル １ ０ ２ の 外 部 へ 圧 力
を 排 出 す る こ と を 許 す 。 こ の 様 式 で 、 膜 プ ラ グ １ １ ４ は カ プ セ ル １ ０ ２ か ら の 分 離 が 防 止
さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 カ プ セ ル １ ０ ２ の 製 作 に 追 加 の 操 作 を 必 要 と し そ し て 浸 透 式 ポ ン プ
の 総 括 コ ス ト を 上 昇 さ せ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 つ の 局 面 で は 、 本 発 明 は 、 カ プ セ ル の 内 部 と 外 部 と の 間 の 流 体 透 過 性 バ リ ヤ ー を 提 供
す る た め に 、 第 一 の 端 部 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ 個 の 送 達 ポ ー ト お よ び 送 達 ポ ー ト か ら
離 れ た カ プ セ ル の 第 二 の 端 部 内 に 保 持 さ れ る 膜 プ ラ グ を 有 す る カ プ セ ル を 含 ん で な る 浸 透
式 ポ ン プ に 関 す る 。 膜 プ ラ グ は 、 円 柱 状 本 体 お よ び 少 な く と も １ 個 の ス ロ ッ ト を 有 し 、 こ
の ス ロ ッ ト は 円 柱 状 本 体 が カ プ セ ル の 第 二 端 部 か ら 所 定 の 距 離 を 伸 び た 場 合 に カ プ セ ル の
内 部 か ら 外 部 へ 圧 力 を 排 出 し て 、 そ れ に よ り 第 二 端 部 か ら の 膜 プ ラ グ の 排 除 を 防 止 す る た
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め に 円 柱 状 本 体 内 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ 個 の ス ロ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 別 の 局 面 で は 、 本 発 明 は 送 達 カ プ セ ル を 有 す る 浸 透 式 ポ ン プ と 共 に 使 用 す る た め の 膜 プ
ラ グ に 関 す る 。 該 膜 プ ラ グ は 、 半 透 性 材 料 か ら 製 作 さ れ そ し て カ プ セ ル の 内 面 と か み 合 わ
さ せ る た め の 外 面 を 有 す る 円 柱 状 本 体 を 含 ん で な る 。 円 柱 状 本 体 は 、 少 な く と も １ 個 の ス
ロ ッ ト を 備 え 、 そ れ は 円 柱 状 本 体 の 基 部 か ら 円 柱 状 本 体 の 外 面 上 の 非 基 部 点 （ ｎ ｏ ｎ － ｂ
ａ ｓ ａ ｌ 　 ｐ ｏ ｉ ｎ ｔ ） ま で 及 び 、 圧 力 を カ プ セ ル の 内 部 か ら 外 部 へ 選 択 的 に 排 出 で き る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 別 の 局 面 で は 、 本 発 明 は 、 半 透 性 材 料 か ら 作 製 さ れ た 円 柱 状 本 体 を 含 ん で な る 、 送
達 カ プ セ ル を 有 す る 浸 透 ポ ン プ に 使 用 す る た め の 膜 プ ラ グ に 関 す る 。 円 柱 状 本 体 は 、 カ プ
セ ル の 内 面 と か み 合 わ せ る た め の 外 面 を 有 し 、 そ し て 半 透 性 材 料 の 膨 潤 に よ り オ リ フ ィ ス
が 閉 塞 さ れ る ま で カ プ セ ル 内 に 流 体 を 流 入 さ せ る オ リ フ ィ ス を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 下 記 の 詳 細 説 明 お よ び 添 付 の 特 許 請 求 か ら 明 ら か
に な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 添 付 図 面 に 例 示 す る よ う に 、 本 発 明 を 数 個 の 好 ま し い 態 様 を 参 照 し て 詳 細 に 記 載 す る 。
下 記 の 説 明 中 で 、 本 発 明 の 完 全 な 理 解 が 得 ら れ る よ う に 多 数 の 特 定 の 細 部 を 記 載 す る 。 し
か し 、 本 発 明 は そ れ ら の 特 定 の 詳 細 の 一 部 ま た は 全 体 が な く て も 実 施 で き る こ と は 当 該 技
術 分 野 の 専 門 家 に は 明 ら か で あ ろ う 。 別 の 例 で は 、 周 知 の 特 徴 お よ び ／ ま た は 工 程 段 階 が
、 本 発 明 を 不 必 要 に 不 明 瞭 に し な い た め に 詳 細 に は 記 載 さ れ て い な い 。 本 発 明 の 特 徴 お よ
び 利 益 は 、 下 記 の 図 面 お よ び 考 察 を 参 照 に し て さ ら に 良 く 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ Ａ は 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ を 示 す 。 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ は 、 浸 透 式
ポ ン プ の 開 放 端 （ 図 示 さ れ て い な い ） 内 に 挿 入 で き て 、 流 体 が カ プ セ ル に 入 る 速 度 を 制 御
す る 。 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ は 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ を 有 す る 。 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 外 径 は 、 円 柱
状 本 体 ２ ０ ２ が カ プ セ ル 内 に 適 合 で き る よ う に 選 定 さ れ る 。 一 つ の 態 様 で は 、 円 柱 状 本 体
２ ０ ２ は 拡 大 さ れ た 端 部 キ ャ ッ プ ２ ０ ４ で 終 わ る 。 膜 プ ラ グ が カ プ セ ル 内 に 挿 入 さ れ る と
、 端 部 キ ャ ッ プ ２ ０ ４ が カ プ セ ル の 端 部 と か み 合 う 停 止 部 材 と し て 作 用 し そ し て カ プ セ ル
内 の 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の 繰 返 し 可 能 位 置 （ ｒ ｅ ｐ ｅ ａ ｔ ａ ｂ ｌ ｅ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 実
現 す る 。 別 の 態 様 で は 、 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ が 完 全 に カ プ セ ル 内 に 挿 入 で き る よ う に 、 端 部 キ
ャ ッ プ ２ ０ ４ が 省 略 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 １ 個 も し く は そ れ 以 上 の ス ロ ッ ト ２ ０ ６ が 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ 内 に 形 成 さ れ る 。 一 つ の 態
様 で は 、 ス ロ ッ ト ２ ０ ６ は 縦 方 向 で あ り 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 基 部 ２ ０ ８ か ら 端 部 キ ャ ッ
プ ２ ０ ４ の 下 の あ る 点 ２ １ ０ ま で 及 ぶ 。 別 の 態 様 で は 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ 内 に 形 成 さ れ た
ス ロ ッ ト は 、 異 な る 形 状 を と っ て も よ い 。 例 え ば 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 基 部 ２ ０ ８ か ら 端
部 キ ャ ッ プ ２ ０ ４ の 下 の 点 ま で 及 ぶ ら せ ん 状 ス ロ ッ ト を 形 成 で き る 。 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の
基 部 ２ ０ ８ か ら 計 測 し て 、 ス ロ ッ ト （ 単 数 ま た は 複 数 ） ２ ０ ６ の 範 囲 （ ｅ ｘ ｔ ｅ ｎ ｔ ） ま
た は 長 さ （ ｌ ０ ） は 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 長 さ （ Ｌ ） の 約 １ ０ ～ ９ ０ ％ の 範 囲 内 、 好 ま し
く は 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 長 さ の 約 ２ ０ ～ ８ ０ ％ の 範 囲 内 、 さ ら に 好 ま し く は 円 柱 状 本 体 ２
０ ２ の 長 さ の 約 ３ ０ ～ ６ ０ ％ の 範 囲 内 で あ っ て も よ い 。 一 般 に 、 ス ロ ッ ト （ 単 数 ま た は 複
数 ） ２ ０ ６ の 範 囲 ま た は 長 さ （ ｌ ０ ） は 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 頂 部 ２ １ ２ に あ る 適 当 な （
中 断 さ れ な い ） シ ー ル 用 面 が 存 在 す る よ う に 選 択 さ れ る べ き で あ る 。 ス ロ ッ ト （ 単 数 ま た
は 複 数 ） ２ ０ ６ の 深 さ お よ び 巾 は 、 変 動 で き る 。 一 般 に 、 巾 お よ び 深 さ は 膜 プ ラ グ ２ ０ ０
の 構 造 的 一 体 性 が 使 用 の 際 に 損 な わ れ な い よ う に 選 択 さ れ る べ き で あ る 。 ス ロ ッ ト （ 単 数
ま た は 複 数 ） ２ ０ ６ の 深 さ お よ び 巾 は 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ 内 に 再 現 性 を も っ て 形 成 さ れ そ
し て 膜 材 料 が 水 和 さ れ た 際 の 膨 潤 に よ る ス ロ ッ ト の 閉 塞 を 防 ぐ た め に 十 分 に 大 き く な け れ

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-509703 A 2007.4.19



ば な ら な い 。 ス ロ ッ ト （ 単 数 ま た は 複 数 ） ２ ０ ６ の 深 さ は 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 直 径 の 約
１ ～ ９ ９ ％ の 範 囲 内 、 好 ま し く は 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 直 径 の 約 １ ０ ～ ９ ０ ％ の 範 囲 内 で あ
る こ と が で き る 。 ス ロ ッ ト （ 単 数 ま た は 複 数 ） ２ ０ ６ の 巾 は 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 直 径 の
約 １ ～ ９ ９ ％ の 範 囲 内 、 好 ま し く は 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 直 径 の 約 １ ０ ～ ９ ０ ％ の 範 囲 内 で
あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ と 浸 透 式 ポ ン プ カ プ セ ル （ 図 示 し て い な い ） と の 間 の シ ー ル を 強 め る
た め に 、 リ ブ 、 う ね （ ｒ ｉ ｄ ｇ ｅ ） ま た は ネ ジ の よ う な 突 出 部 を 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ 上 に 形
成 し て も よ く 、 こ れ は チ ェ ン ら （ Ｃ ｈ ｅ ｎ 　 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ， 米 国 特 許 （ Ｕ Ｓ ） 第 ６ ， １ １
３ ， ９ ３ ８ 号 明 細 書 ） に 教 示 さ れ て い る 。 図 ２ Ｂ は 、 リ ブ ２ １ ４ を 切 り 取 る ス ロ ッ ト ２ ０
６ を 伴 う 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ 上 に 形 成 さ れ た 円 周 リ ブ ２ １ ４ を 示 す 。 好 ま し く は 、 ス ロ ッ ト
（ 単 数 ま た は 複 数 ） ２ ０ ６ の 長 さ は 、 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 頂 部 ２ １ ２ 内 に 連 続 し た リ ブ ２
１ ４ が 存 在 し て 、 頂 部 ２ １ ２ と 浸 透 式 ポ ン プ カ プ セ ル の 内 面 と の 間 の 適 当 な シ ー ル が 確 保
さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ は 、 通 常 は 水 で あ る 流 体 を 浸 透 式 ポ ン プ カ プ セ ル 内 部 ま で 通 過 さ せ 一 方
カ プ セ ル 内 の 組 成 物 が カ プ セ ル か ら の 流 出 を 防 止 す る よ う な 半 透 性 材 料 か ら 製 作 さ れ る 。
本 発 明 で の 使 用 に 適 す る 半 透 性 材 料 は 、 当 該 技 術 分 野 で は 周 知 で あ る 。 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の
た め の 半 透 性 材 料 は 、 湿 潤 し た 際 に カ プ セ ル の 形 状 に 適 合 し そ し て カ プ セ ル の 内 面 に 接 着
で き る も の で あ る 。 典 型 的 に は 、 そ れ ら の 材 料 は 、 ポ ン ピ ン グ 速 度 （ ｐ ｕ ｍ ｐ ｉ ｎ ｇ 　 ｒ
ａ ｔ ｅ ） お よ び 系 の 形 状 的 要 求 に 基 づ い て 選 択 で き る ポ リ マ ー 性 材 料 で あ り 、 そ し て 可 塑
化 セ ル ロ ー ス 系 材 料 、 強 化 Ｐ Ｍ Ｍ Ａ 、 例 え ば ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ タ ク リ レ ー ト （ Ｈ Ｅ Ｍ Ａ
） 、 お よ び 弾 性 材 料 、 例 え ば ポ リ ウ レ タ ン お よ び ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ エ ー テ ル － ポ リ ア ミ ド
コ ポ リ マ ー 、 熱 可 塑 性 コ ポ リ エ ス テ ル 、 な ど を 含 む が 、 そ れ ら に 限 定 は さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 、 浸 透 式 ポ ン プ ３ ０ ０ 内 に 使 用 さ れ る 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ を 示 す 。 浸 透 式 ポ ン プ ３ ０
０ の 内 部 構 造 は 説 明 の た め に の み 示 さ れ そ し て 本 発 明 を 限 定 す る と 解 釈 し て は な ら な い 。
本 発 明 は 、 い か な る 数 の 形 状 あ っ て も よ い す べ て の 浸 透 式 ポ ン プ 、 お よ び 埋 込 み 可 能 な 浸
透 式 送 達 技 術 に 適 合 す る よ う な す べ て の か か る ポ ン プ に 一 般 的 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 浸 透 式 ポ ン プ ３ ０ ０ は 、 身 体 内 に 埋 め 込 み で き る 大 き さ で あ っ て も よ い 縦 長 円 筒 状 カ プ
セ ル ３ ０ ２ を 含 む 。 カ プ セ ル ３ ０ ２ は 、 開 放 端 ３ ０ ４ 、 ３ ０ ６ を 有 す る 、 膜 プ ラ グ ２ ０ ０
が 開 放 端 ３ ０ ４ 内 に 挿 入 さ れ 、 そ し て 拡 散 モ デ レ ー タ ー （ ま た は 流 れ モ ジ ュ レ ー タ ー ） ３
０ ８ が 開 放 端 ３ ０ ６ 内 に 挿 入 さ れ る 。 拡 散 モ デ レ ー タ ー ３ ０ ８ は 、 送 達 ポ ー ト ３ １ ２ 内 で
終 わ る 送 達 路 ３ １ ０ を 含 む 。 図 示 は し な い が 、 拡 散 モ デ レ ー タ ー ３ ０ ８ は ベ ン ト 穴 お よ び
場 合 に よ り パ タ ー ソ ン ら （ Ｐ ｅ ｔ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ 　 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ， 米 国 特 許 （ Ｕ Ｓ ） 第 ６ ， ５ ２
４ ， ３ ０ ５ 号 明 細 書 ） に よ り 教 示 さ れ た フ ィ ル ホ ー ル （ ｆ ｉ ｌ ｌ 　 ｈ ｏ ｌ ｅ ） を 含 ん で い
て も よ い 。 別 の 態 様 で は 、 拡 散 モ デ レ ー タ ー ３ ０ ８ は な く て も よ く 、 そ し て 開 放 端 ３ ０ ６
は 送 達 ポ ー ト を 有 す る 閉 止 端 に 代 え る こ と が で き る 。 拡 散 モ デ レ ー タ ー ３ ０ ８ （ ま た は 送
達 ポ ー ト ） は 、 流 体 を カ プ セ ル ３ ０ ２ 内 か ら カ プ セ ル ３ ０ ２ の 外 部 に 送 達 し 、 一 方 膜 プ ラ
グ ２ ０ ０ は カ プ セ ル ３ ０ ２ の 外 部 か ら カ プ セ ル ３ ０ ２ の 内 部 に 流 体 を 入 れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ 個 の チ ェ ン バ ー ３ １ ４ 、 ３ １ ６ が カ プ セ ル ３ ０ ２ の 内 部 を 区 切 る 。 チ ェ ン バ ー ３ １ ４
、 ３ １ ６ は ピ ス ト ン ３ １ ８ に よ り 分 離 さ れ 、 該 ピ ス ト ン は シ ー ル す る 様 式 で カ プ セ ル ３ ０
２ の 内 部 に 適 合 す る よ う に 形 作 ら れ そ し て カ プ セ ル ３ ０ ２ 内 で 縦 方 向 に 動 く 。 ピ ス ト ン ３
１ ８ は 非 透 過 性 弾 性 （ ｒ ｅ ｓ ｉ ｌ ｉ ｅ ｎ ｔ ） 材 料 で 作 製 さ れ て も よ い 。 例 と し て 、 ピ ス ト
ン ３ １ ８ は カ プ セ ル ３ ０ ２ の 内 面 と 共 に シ ー ル を 形 成 す る 輪 環 状 突 出 部 ３ １ ９ を 含 ん で も
よ い 。 浸 透 剤 ３ ２ ０ を 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ に 隣 接 す る チ ェ ン バ ー ３ １ ４ 内 に 配 置 し 、 そ し で 身
体 内 に 送 達 さ れ る べ き 有 用 薬 剤 ３ ２ ２ を 拡 散 モ デ レ ー タ ー ３ ０ ８ に 隣 接 す る チ ェ ン バ ー ３
１ ６ 内 に 配 置 す る 。 ピ ス ト ン ３ １ ８ は 、 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ を 通 し て カ プ セ ル ３ ０ ２ に 入 り 得
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る 環 境 か ら の 液 体 か ら 有 用 薬 剤 ３ ２ ２ を 隔 離 し て 、 定 常 流 れ で の 使 用 の 際 に 、 有 用 薬 剤 ３
２ ２ が 送 達 ポ ー ト ３ １ ２ を 通 っ て 、 使 用 環 境 か ら の 液 体 が 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ を 通 っ て 浸 透 剤
３ ２ ０ 内 に 流 入 す る 速 度 に 相 当 す る 速 度 で 、 放 出 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 作 動 中 に 、 流 体 は 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ を 通 っ て チ ェ ン バ ー ３ １ ４ に 入 り そ し て 浸 透 剤 ３ ２ ０
を 透 過 す る 。 湿 潤 し た 浸 透 剤 ３ ２ ０ は 膨 潤 し そ し て ピ ス ト ン ３ １ ８ を 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ か ら
離 れ る 方 向 に 押 し 、 チ ェ ン バ ー ３ １ ６ の 体 積 を 減 ら し そ し て 拡 散 モ デ レ ー タ ー ３ ０ ８ を 通
し て 一 定 量 の 有 用 薬 剤 ３ ２ ２ を 押 し 出 す 。 拡 散 モ デ レ ー タ ー ３ ０ ８ が 閉 塞 し て く る か ま た
は ピ ス ト ン ３ １ ８ が 貼 り つ い た 場 合 に 、 チ ェ ン バ ー ３ １ ４ 内 に 圧 力 が 上 昇 す る 。 こ の 圧 力
上 昇 は 、 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ を ピ ス ト ン ３ １ ８ か ら 離 す 方 向 に 押 す 。 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ は 、 ス ロ
ッ ト （ 単 数 ま た は 複 数 ） ２ ０ ６ が 暴 露 さ れ る ま で カ プ セ ル ３ ０ ２ か ら 外 に 滑 り 出 る 。 ス ロ
ッ ト ２ ０ ６ が 暴 露 さ れ る と 、 直 ち に チ ェ ン バ ー ３ １ ４ か ら 圧 力 が カ プ セ ル ３ ０ ２ の 外 部 へ
逃 げ 、 こ れ に よ り カ プ セ ル ３ ０ ２ か ら 出 る 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の さ ら な る 動 き を 防 止 す る 。 膜
プ ラ グ ２ ０ ０ は 、 チ ェ ン バ ー ３ １ ４ 内 の 上 昇 し た 圧 力 が 放 出 さ れ た 後 に 最 初 の 位 置 に 戻 る
で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 般 に 、 カ プ セ ル ３ ０ ２ 構 築 に 適 す る 材 料 は 、 そ の 大 き さ ま た は 形 状 が 変 化 し な い で 浸
透 剤 ３ ２ ０ の 膨 脹 に 対 抗 す る た め に 十 分 な ほ ど 剛 性 で な け れ ば な ら な い 。 さ ら に 、 材 料 は
カ プ セ ル ３ ０ ２ が 、 埋 込 み の 間 に 与 え ら れ る ス ト レ ス 下 ま た は 作 動 の 間 に 発 生 す る 圧 力 に
よ る ス ト レ ス 下 で 漏 洩 、 割 れ 、 破 断 、 ま た は 変 形 し な い こ と を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。
カ プ セ ル ３ ０ ２ は 、 化 学 的 に 不 活 性 で 生 物 学 的 に 適 合 性 で あ る 天 然 ま た は 合 成 材 料 か ら 形
成 さ れ て も よ く 、 そ れ は 当 該 技 術 分 野 で は 公 知 で あ る 。 カ プ セ ル 材 料 は 、 好 ま し く は 使 用
後 の 患 者 の 体 内 に 残 る 、 生 物 的 に 腐 食 さ れ な い 材 料 、 例 え ば チ タ ン で あ る 。 し か し カ プ セ
ル ３ ０ ２ の 材 料 は 、 薬 剤 の 送 達 後 に 周 囲 環 境 内 で 生 物 的 に 腐 食 さ れ る 生 物 腐 食 性 材 料 で あ
っ て も よ い 。 一 般 に 、 カ プ セ ル ３ ０ ２ に 好 ま し い 材 料 は 、 ヒ ト 埋 め 込 み に 受 容 で き る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 般 に 、 本 発 明 に よ る カ プ セ ル ３ ０ ２ の 構 築 に 適 す る 典 型 的 な 構 成 材 料 は 、 非 反 応 性 ポ
リ マ ー ま た は 生 物 学 的 適 合 性 金 属 ま た は 合 金 で あ る 。 ポ リ マ ー は 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル ポ リ
マ ー 、 例 え ば ア ク リ ニ ト リ ル － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン 三 元 ポ リ マ ー 、 な ど ； ハ ロ ゲ ン 化 ポ
リ マ ー 、 例 え ば ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ポ リ ク ロ ロ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 テ ト ラ
フ ル オ ロ エ チ レ ン と ヘ キ サ フ ル オ ロ プ ロ ピ レ ン と の コ ポ リ マ ー ； ポ リ イ ミ ド ； ポ リ ス ル ホ
ン ； ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ； ポ リ エ チ レ ン ； ポ リ プ ロ ピ レ ン ； ポ リ （ 塩 化 ビ ニ ル ） － ア ク リ ル
コ ポ リ マ ー ； ポ リ カ ー ボ ネ ー ト － ア ク リ ロ ニ ト リ ル － ブ タ ジ エ ン － ス チ レ ン ； ポ リ ス チ レ
ン ； な ど を 含 む 。 カ プ セ ル ３ ０ ２ に 使 用 で き る 金 属 性 材 料 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 チ タ ン 、 白
金 、 タ ン タ ル 、 金 、 お よ び そ れ ら の 合 金 、 な ら び に 金 メ ッ キ し た 鉄 系 合 金 、 白 金 メ ッ キ し
た 鉄 系 合 金 、 コ バ ル ト － ク ロ ム 合 金 お よ び 窒 化 チ タ ン を 被 覆 し た ス テ ン レ ス 鋼 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 チ タ ン ま た は チ タ ン 分 が ６ ０ ％ 超 、 し ば し ば チ タ ン 分 ８ ５ ％ 超 の チ タ ン 合 金 か ら 製 作 さ
れ た カ プ セ ル ３ ０ ２ は 、 最 も 大 き さ が 重 要 な 用 途 に 対 し 、 高 い 負 荷 能 力 お よ び 長 期 の 適 用
に 対 し 、 お よ び 調 剤 が 埋 め 込 み 場 所 の 身 体 の 化 学 的 状 況 に 敏 感 で あ る か ま た は 身 体 が 調 剤
に 敏 感 で あ る 適 用 に 対 し て 特 に 好 ま し い 。 一 部 の 態 様 に お い て 、 お よ び 、 特 に 言 及 さ れ る
流 体 吸 収 性 装 置 を 除 く 用 途 で あ っ て 不 安 定 な 有 用 薬 剤 調 剤 、 特 に は タ ン パ ク 質 お よ び ／ ま
た は ペ プ チ ド 調 剤 が カ プ セ ル 内 に あ る 場 合 は 、 調 剤 が 暴 露 さ れ る 金 属 性 部 品 は 上 記 の よ う
に チ タ ン ま た は そ の 合 金 で 形 成 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 浸 透 剤 ３ ２ ０ は 記 載 の よ う に 錠 剤 剤 型 で も よ く ま た は 他 の 形 状 、 組 織 、 密 度 お よ び 粘 度
を 有 し て い て も よ い 。 例 え ば 、 浸 透 剤 ３ ２ ０ は 、 粉 末 ま た は 顆 粒 剤 型 で あ っ て も よ い 。 浸
透 剤 ３ ２ ０ は 、 例 え ば 、 非 揮 発 性 水 溶 性 浸 透 剤 、 水 と 接 触 す る と 膨 潤 す る オ ス モ ポ リ マ ー
（ ｏ ｓ ｍ ｏ ｐ ｏ ｌ ｙ ｍ ｅ ｒ ） 、 ま た は そ れ ら 二 種 の 混 合 物 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 般 に 、 本 発 明 は 、 い ず れ か の 生 理 学 的 ま た は 製 薬 学 的 に 活 性 な 物 質 を 含 む 有 用 薬 剤 の
投 与 の た め に 適 用 さ れ る 。 有 用 薬 剤 ３ ２ ２ は 、 ヒ ト ま た 動 物 の 身 体 に 送 達 さ れ る こ と が 公
知 で あ る い ず れ か の 薬 品 （ ａ ｇ ｅ ｎ ｔ ） 、 例 え ば 医 薬 （ ｍ ｅ ｄ ｉ ｃ ａ ｍ ｅ ｎ ｔ ） 、 ビ タ ミ
ン 、 栄 養 剤 な ど で あ っ て も よ い 。 本 発 明 に よ り 送 達 さ れ る 薬 剤 （ ｄ ｒ ｕ ｇ 　 ａ ｇ ｅ ｎ ｔ ）
は 、 末 梢 神 経 、 ア ド レ ナ リ ン 作 動 性 受 容 体 、 コ リ ン 作 動 性 受 容 体 、 骨 格 筋 、 心 血 管 系 、 平
滑 筋 、 血 液 循 環 系 、 シ ノ プ テ ィ ッ ク （ ｓ ｙ ｎ ｏ ｐ ｔ ｉ ｃ ） 部 位 、 神 経 効 果 器 接 合 部 位 、 内
分 泌 お よ び ホ ル モ ン 系 、 免 疫 学 的 系 、 生 殖 系 、 骨 格 系 、 自 能 性 系 、 食 事 お よ び 排 泄 系 、 ヒ
ス タ ミ ン 系 お よ び 中 枢 神 経 系 に 作 用 す る 薬 剤 （ ｄ ｒ ｕ ｇ ） を 含 む 。 適 合 す る 薬 品 は 、 例 え
ば タ ン パ ク 質 、 酵 素 、 ホ ル モ ン 、 ポ リ ヌ ク レ オ チ ド 、 核 タ ン パ ク 質 、 多 糖 類 、 糖 タ ン パ ク
質 、 リ ポ タ ン パ ク 質 、 ポ リ ペ プ チ ド 、 ス テ ロ イ ド 、 鎮 痛 剤 、 局 所 麻 酔 剤 、 抗 生 物 質 、 抗 炎
症 性 コ ル チ コ ス テ ロ イ ド 、 眼 科 薬 お よ び そ れ ら の 種 類 の 合 成 類 似 薬 か ら 選 択 さ れ て も よ い
。 浸 透 式 ポ ン プ を 用 い て 送 達 さ れ て も よ い 薬 剤 （ ｄ ｒ ｕ ｇ ） の 例 示 的 な 表 は 、 米 国 特 許 （
Ｕ Ｓ ） 第 ６ ， ２ ７ ０ ， ７ ８ ７ 号 明 細 書 中 に 開 示 さ れ て い る 。 該 表 は 、 引 用 す る こ と に よ り
本 明 細 書 に 編 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 有 用 薬 剤 ３ ２ ２ は 、 広 範 囲 の 化 学 お よ び 物 理 的 剤 型 、 例 え ば 固 体 、 液 体 お よ び ス ラ リ ー
で 提 供 で き る 。 分 子 レ ベ ル で は 、 各 種 薬 剤 に は 、 非 荷 電 分 子 、 分 子 錯 体 、 お よ び 製 薬 学 的
に 許 容 で き る 酸 付 加 お よ び 塩 基 付 加 塩 、 例 え ば 塩 酸 塩 、 臭 酸 塩 、 硫 酸 塩 、 ラ ウ リ ン 酸 塩 、
オ レ イ ン 酸 塩 、 お よ び サ リ チ ル 酸 塩 を 含 む 。 酸 性 化 合 物 に 対 し て 、 金 属 、 ア ミ ン ま た は 有
機 カ チ オ ン の 塩 を 使 用 し て も よ い 。 誘 導 体 、 例 え ば エ ス テ ル 、 エ ー テ ル お よ び ア ミ ド も 使
用 で き る 。 有 用 薬 剤 ３ ２ ２ は 、 単 独 ま た は 他 の 有 用 薬 剤 と 混 合 し て 使 用 で き る 。 有 用 薬 剤
３ ２ ２ は 、 場 合 に よ り 製 薬 学 的 に 許 容 で き る 担 体 お よ び ／ ま た は 添 加 成 分 、 例 え ば 抗 酸 化
剤 、 安 定 剤 、 浸 透 助 剤 な ど を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ Ｃ は 、 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の 別 の 態 様 を 示 す 。 こ の 態 様 に お い て 、 少 な く と も １ 個 の オ
リ フ ィ ス ２ １ ６ が 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ 内 に 形 成 さ れ る 。 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ が 浸 透 式 ポ ン プ 、 例
え ば 浸 透 式 ポ ン プ （ 図 ３ 中 の ３ ０ ０ ） の 端 部 に 挿 入 さ れ た 場 合 、 オ リ フ ィ ス ２ １ ６ は 流 体
を 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ を 通 っ て 浸 透 剤 （ 図 ３ の ３ ２ ０ ） ま で 通 過 さ せ そ し て 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ が
完 全 に 水 和 さ れ る ま で 浸 透 剤 （ 図 ３ の ３ ２ ０ ） を 透 過 さ せ る 。 こ れ は 、 浸 透 式 ポ ン プ の ス
タ ー ト ア ッ プ 段 階 を 促 進 す る 効 果 を 有 す る 。 オ リ フ ィ ス ２ １ ６ の 大 き さ は 、 流 体 が 円 柱 状
本 体 ２ ０ ２ を 通 っ て 流 れ る こ と が で き る も の で あ る 。 オ リ フ ィ ス ２ １ ６ の 大 き さ は 、 円 柱
状 本 体 ２ ０ ２ の 適 当 な 水 和 ／ 膨 潤 状 態 で オ リ フ ィ ス ２ １ ６ が 閉 塞 さ れ て 、 系 の 浸 透 性 機 能
を 完 全 に 活 性 化 さ せ る よ う な も の で も あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 オ リ フ ィ ス ２ １ ６ の 直 径 は 、 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 外 径 、 カ プ セ ル （ 図
３ の ３ ０ ２ ） の 内 径 、 お よ び 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ が 吸 収 す る 流 体 の 割 合 に 依 存 す る 。 オ リ フ ィ
ス ２ １ ６ の 直 径 は 、 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の 材 料 が 、 カ プ セ ル な ど の 制 約 に 適 合 す る ま で す べ て
の 方 向 で 同 じ 割 合 で 膨 脹 す る と い う 仮 定 に 基 づ い て 選 択 さ れ て も よ い 。
　 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の 体 積 Ｖ は 、 次 式 で 表 せ る ：
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で Ｌ は 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の 長 さ そ し て Ｄ は 円 柱 状 本 体 ２ ０ ２ の 直 径 で あ る 。 式 （ １ ）
の 両 辺 に （ １ ＋ ｂ ） ３ を 掛 け る と 次 式 と な る ：
【 ０ ０ ３ ０ 】

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-509703 A 2007.4.19



【 数 ２ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で ｂ は 流 体 吸 収 に よ る 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の 線 寸 法 の 変 化 で あ る 。 ｃ を 流 体 吸 収 に よ る
膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の 体 積 の 変 化 と す る と 、 次 式 と な る ：
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 膜 プ ラ グ ２ ０ ０ の 外 径 が カ プ セ ル （ 図 ３ の ３ ０ ２ ） の 内 径 と 同 じ と す る と 、 プ ラ グ 膨 脹
前 の 時 点 ０ に お け る オ リ フ ィ ス ２ １ ６ の 面 積 （ Ａ ０ ， ｔ ＝ ０ ） は 、 プ ラ グ 膨 脹 前 の 時 点 ０
に お け る 断 面 積 （ Ａ ｐ ， ｔ ＝ ０ ） と 、 プ ラ グ 膨 脹 後 の 時 点 １ に お け る 断 面 積 （ Ａ ｐ ， ｔ ＝

１ ） と の 間 の 差 異 よ り 少 な く な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち 、
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
こ こ で
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　 こ こ で ｄ は プ ラ グ 膨 脹 前 （ ｔ ＝ ０ ） の オ リ フ ィ ス の 直 径 で あ り 、 そ し て
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
　
お よ び
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 数 ７ 】
　
　
　
で あ る 。
　 下 記 の 式 は 、 式 （ ３ ） を 式 （ ７ ） と 組 み 合 わ せ て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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【 数 ８ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 式 （ ６ ） お よ び （ ８ ） か ら 、 時 点 ０ お よ び 時 点 １ に お け る プ ラ グ の 断 面 積 の 間 の 差 異 は
下 式 と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 数 ９ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
　 下 記 の 式 は 、 式 （ ５ ） お よ び （ ９ ） を 式 （ ４ ） に 代 入 し 、 そ し て ｄ に 関 し て 解 い て 得 ら
れ る ：
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 数 １ ０ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 、 直 径 ３ ｍ ｍ の カ プ セ ル 内 で 円 柱 直 径 ３ ｍ ｍ （ Ｄ ＝ ３ ｍ ｍ ） を 有 す る プ ラ グ
が １ ８ ％ 膨 脹 す る （ ｃ ＝ １ ８ ％ ） と き は ｄ ＜ １ ． ０ ２ ｍ ｍ で あ る 。 こ の 例 に お い て 、 ｄ は
円 柱 状 本 体 の 直 径 の ３ ５ ％ 未 満 で あ る 。 好 ま し く は 、 ｄ は 円 柱 状 本 体 の 直 径 の ０ ． ８ ～ ３
３ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 は 、 典 型 的 に は 下 記 の 利 益 を 提 供 す る 。 本 発 明 の 膜 プ ラ グ は 、 カ プ セ ル 内 に 挿 入
さ れ る と 浸 透 式 ポ ン プ カ プ セ ル か ら の 排 除 を 防 止 す る 組 込 み （ ｂ ｕ ｉ ｌ ｔ － ｉ ｎ ） 機 構 を
有 す る 。 そ の 結 果 、 カ プ セ ル へ 膜 プ ラ グ を 接 着 す る か ま た は カ プ セ ル 内 に 穴 を 開 け る 追 加
の 操 作 が 避 け ら れ る 。 さ ら に 、 カ プ セ ル へ の 膜 プ ラ グ の 接 着 に 起 因 す る 膜 プ ラ グ の 操 作 の
い か な る 妥 協 も 避 け ら れ る 。 カ プ セ ル か ら 膜 プ ラ グ の 排 除 を 避 け る た め の 機 構 、 す な わ ち
排 出 ス ロ ッ ト （ 単 数 ま た は 複 数 ） は 、 膜 プ ラ グ を 作 製 す る 時 点 で 膜 プ ラ グ 内 に 形 成 で き る
。 例 え ば 、 膜 プ ラ グ を 型 成 形 に よ り 形 成 す る 場 合 に 、 型 設 計 は 膜 プ ラ グ 内 の ス ロ ッ ト （ 単
数 ま た は 複 数 ） に 対 し す で に 対 応 さ れ て い る 。 こ の 解 決 は 追 加 の 操 作 を 必 要 と し な い の で
、 浸 透 式 ポ ン プ の コ ス ト を 著 し く は 上 昇 し な い で あ ろ う 。 膜 プ ラ グ は 、 膜 プ ラ グ が 完 全 に
水 和 さ れ る 前 で も 浸 透 剤 に 水 和 を 開 始 さ せ る オ リ フ ィ ス を 含 む こ と が で き る 。 こ れ は 、 浸
透 式 ポ ン プ の ス タ ー ト ア ッ プ 段 階 を 迅 速 化 す る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 を 限 ら れ た 数 の 態 様 で 記 載 し た け れ ど も 、 本 発 明 に よ る 開 示 の 利 益 を 有 す る 当 該
技 術 分 野 の 専 門 家 は 、 本 明 細 書 中 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 範 囲 か ら 外 れ る こ と な く 他 の 態 様
も 案 出 で き る こ と を 認 め る で あ ろ う 。 従 っ て 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 添 付 の 特 許 請 求 範 囲 に よ
っ て の み 制 限 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ Ａ － １ Ｂ 】 図 １ Ａ お よ び １ Ｂ は 、 従 来 技 術 の 浸 透 式 ポ ン プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ － ２ Ｃ 】 図 ２ Ａ は 、 本 発 明 の 一 つ の 態 様 に よ る 膜 プ ラ グ の 拡 大 図 で あ る 。 図 ２ Ｂ
は 、 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る 膜 プ ラ グ の 拡 大 図 で あ る 。 図 ２ Ｃ は 、 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ
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る 膜 プ ラ グ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 膜 プ ラ グ の 一 つ の 態 様 を 組 み 込 ん だ 浸 透 式 ポ ン プ を 示 す 。

【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】
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【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ２ Ｃ 】

【 図 ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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